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万ま
ん

瀬ぜ

遺
跡
地
元
説
明
会
の
ご
案
内

写真 1　万瀬遺跡の掘立柱建物跡【江戸時代後期】
人の立っている場所が柱跡のあった場所です。
※調査の都合上、説明会当日はこの写真の遺構を直
接ご覧頂くことはできません。

◀国道257号

◀県道10号線

石原遺跡

万瀬
遺跡

設楽大橋川向公会堂前

境川

道町県道 432号線
　　▼

❶

❷❸

境川橋

至 名倉・稲武

至新城

至 東栄

至 足助

至 津具

国道257号

国道473号

国道257号

県道33号
設楽瀬戸線

県道10号 設楽根羽線

石原遺跡
万瀬遺跡

田口

川向

八橋

小松

松戸

大名倉

文文

●

設楽中学校 田口小学校

N

0 5km

設楽大橋川向公会堂前

大沼

境川

添沢

滝瀬橋

設楽町役場

県道432号
小松田口線

11 月 09 日（土）　午前 11時より開始。
場所：万瀬遺跡（設楽町川向字マンゼ地内）
参加費：無料　
内　容：出土遺構の見学と遺物の展示。
※お車でご来場の方は、現地に駐車場を用意しております。
国道 257号の川向公会堂前のバス停❶から県道 432号小松
田口線に入ってください。
※現地は道幅が狭くなっておりますので運転には十分注意
し、現地の係員の指示に従っていただくようお願いします。
開催の詳細・お問い合わせ：愛知県埋蔵文化財センター
　　万瀬遺跡：川添和暁（080-1571-4989）
　またはホームページ（http://www.maibun.com）をご覧
ください。

　
今
年
度
の
設
楽
ダ
ム
関
連
の
調
査
も
︑
皆
様
方
の
お
陰
を
も
ち
ま
し
て
︑
順
調
に
進

め
る
こ
と
が
で
き
て
お
り
ま
す
︒
改
め
て
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
と
共
に
︑
今
後
と
も
埋

蔵
文
化
財
調
査
に
ご
理
解
・
ご
協
力
を
賜
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
︑
幸
い
で
す
︒

　
今
年
度
は
︑
上
ヲ
ロ
ウ
・
下
ヲ
ロ
ウ
遺
跡
︑
そ
し
て
石
原
遺
跡
と
︑
調
査
成
果
を
現

地
で
ご
紹
介
し
て
き
ま
し
た
︒
そ
し
て
今
回
は
万
瀬
遺
跡
の
調
査
成
果
を
ご
案
内
す
る

順
番
と
な
り
ま
す
︒
日
程
は
︑
下
記
に
も
あ
り
ま
す
よ
う
に
︑
十
一
月
九
日
の
土
曜
日

で
す
︒

　
万
瀬
遺
跡
で
は
︑　
平
成
二
十
六
年
度
に
調
査
が
行
わ
れ
︑
室
町
時
代
頃
の
作
業
場
が

見
つ
か
っ
て
い
ま
す
︒
こ
の
時
︑
縄
文
時
代
後
期
中
葉
～
末
︵
今
か
ら
約
三
千
八
百
年

～
約
三
千
二
百
年
前
︶
頃
の
土
器
・
石
器
も
見
つ
か
り
ま
し
た
︒

　
今
年
度
の
調
査
で
は
︑
三
頁
で
も
ご
紹
介
し
て
い
る
通
り
︑
江
戸
時
代
後
期
の
建
物

跡
が
遺
跡
の
最
も
高
い
場
所
か
ら
見
つ
か
っ
て
い
ま
す
︒
倉
庫
や
お
堂
な
ど
で
あ
っ
た

と
考
え
ら
れ
︑
当
時
の
歴
史
を
う

か
が
う
貴
重
な
調
査
成
果
と
な
っ

て
い
ま
す
︒
現
在
は
︑
斜
面
下
の

部
分
を
調
査
し
て
い
ま
す
が
︑
江

戸
時
代
の
ほ
か
︑
縄
文
時
代
早
期

前
半
︵
今
か
ら
約
一
万
年
前
︶
の

遺
物
も
出
土
し
て
お
り
︑
縄
文
時

代
の
遺
構
の
展
開
も
期
待
さ
れ
る

と
こ
ろ
で
す
︒

　
晩
秋
の
頃
に
な
り
ま
す
が
︑
是

非
︑
現
地
ま
で
足
を
お
運
び
下
さ

い
︒
ス
タ
ッ
フ
一
同
︑
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
︒

　︵
愛
知
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー  

　
　
　
　                      

川か
わ
ぞ
え添
和か
ず
あ
き暁
︶　

　
石
原
遺
跡
か
ら
出
土
し
た
土
器
に
つ
い
て

　

今
年
度
の
石
原
遺
跡
は
、
一
九
C
区
か
ら
見
つ
か
っ
た
谷
地
形
（
〇
一
五
NR
）
の

斜
面
地
で
、
土
器
や
石
器
を
中
心
に
五
×
一
五
m
の
範
囲
を
覆
う
よ
う
に
大
量
の
遺

物
が
出
土
し
ま
し
た
。
約
五
百
年
に
渡
っ
て
捨
て
ら
れ
続
け
た
ゴ
ミ
捨
て
場
で
す
。

こ
こ
か
ら
出
土
し
た
遺
物
の
う
ち
、
縄
文
時
代
晩
期
後
葉
（
約
三
千
年
前
）
か
ら
弥

生
時
代
前
期
（
約
二
千
五
百
年
前
）
の
土
器
を
紹
介
し
ま
す
。

　

北
部
九
州
の
一
部
地
域
で
水
田
稲
作
が
始
ま
っ
た
頃
、
九
州
か
ら
愛
知
県
東
部
ま

で
西
日
本
一
帯
に
広
が
っ
た
縄
文
時
代
晩
期
後
葉
の
土
器
を
﹁
突と
っ
た
い帯

文も
ん

土
器
﹂
と
呼

ん
で
い
ま
す
。
そ
の
後
、
朝
鮮
半
島
南
部
を
起
源
と
す
る
朝
鮮
系
無
文
土
器
と
突
帯

文
土
器
が
接
触
し
て
生
ま
れ
た
﹁
遠お
ん

賀か

川が
わ

式
土
器
﹂
は
、
九
州
か
ら
愛
知
県
西
部
ま

で
の
西
日
本
一
帯
に
水
田
稲
作
が
普
及
し
た
頃
の
弥
生
時
代
前
期
の
土
器
で
す
。
こ

の
遠
賀
川
式
土
器
は
、
東
日
本
ま
で
稀
に
持
ち
込
ま
れ
、
弥
生
時
代
の
始
ま
り
を
示

す
証
拠
と
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
石
原
遺
跡
で
は
、
遠
賀
川
式
土
器
は
今
の
と
こ

ろ
出
土
し
て
い
ま
せ
ん
。
一
方
、
愛
知
県
東
部
で
は
、
縄
文
時
代
の
伝
統
を
受
け
継

い
だ
土
器
を
も
と
に
、
新
た
な
弥
生
土
器
が
創
出
さ
れ
ま
す
。
愛
知
県
東
部
を
中
心

に
成
立
し
た
弥
生
時
代
前
期
の
土
器
は

﹁
条
じ
ょ
う

痕こ
ん

文も
ん

土
器
﹂
と
呼
ば
れ
、
こ
の
地

域
を
発
信
源
と
し
て
北
陸
、
関
東
ま
で

広
が
り
ま
し
た
。

　

石
原
遺
跡
で
は
こ
れ
ら
の
突
帯
文
土

器
と
条
痕
文
土
器
を
合
わ
せ
る
と
出
土

し
た
土
器
の
半
分
く
ら
い
を
占
め
て
い

ま
す
。

　

突
帯
文
土
器
は
、
口
縁
部
近
く
に
か

ま
ぼ
こ
状
の
細
い
帯
を
１
周
さ
せ
、
貝

殻
の
縁
な
ど
を
利
用
し
て
そ
の
上
に
文

様
を
刻
み
込
む
特
徴
が
あ
り
ま
す
。

　

条
痕
文
土
器
は
、
貝
殻
の
縁
を
利
用

し
て
粗
く
器
面
全
体
に
文
様
な
ど
を
描

写真 13　条痕文土器

写真 12　突帯文土器

写真 11　015NR 掘削風景

く
特
徴
が
あ
り
ま
す
。

　

一
見
、
同
じ
よ
う
に
見
え
る
突
帯
文
土
器
と
条
痕
文
土
器
、
ま
だ
ま
だ
様
々
な
特

徴
の
違
い
が
あ
り
ま
す
。

　

今
回
は
入
門
編
と
い
う
こ
と
で
、
２
つ
の
特
徴
を
ま
ず
見
比
べ
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

        

（
愛
知
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー　

永な
が

井い

宏ひ
ろ
ゆ
き幸

）
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写真２　現在の奥三河郷土館の外観

　
万ま
ん
瀬ぜ

遺
跡

　
石い
し
は
ら原

遺
跡

　

石
原
遺
跡
は
、
前
号
で
お
伝
え
し
た
通
り
、
十
月
二
六
日
（
土
）
に
地
元
説
明
会
を
開
催
し

ま
す
。
そ
こ
で
、
現
在
調
査
を
し
て
お
り
ま
す
一
九
C
区
の
最
新
の
成
果
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

一
九
C
区
は
、
縄
文
時
代
後
期
か
ら
晩
期
、
弥
生
時
代
前
期
の
土
器
が
大
量
に
出
土
し
て
い

る
こ
と
は
、
前
号
で
も
お
伝
え
し
た
か
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
土
器
が
出
土
す
る
黒
色
土
は
、

谷
地
形
（
〇
一
五
NR
）
に
捨
て
ら
れ
て
形
成
さ
れ
た
も
の
で
、
こ
の
黒
色
土
は
地
表
化
し
て
い

な
い
と
考
え
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
掘
削
す
る
に
つ
れ
て
、
複
数
個
体
の
土
器
の
底
部
が
正

位
に
置
か
れ
て
い
る
場
所
（
写
真
2
の
青
線
）
が
あ
っ
た
り
、
石
が
立
て
て
埋
ま
っ
て
い
る
石

組
み
列
（
写
真
2
の
緑
線
）
が
あ
っ
た
り
と
、
ど
う
も
黒
色
土
中
に
生
活
に
利
用
し
て
い
た
で

あ
ろ
う
生
活
面
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。
つ
ま
り
、
黒
色
土
が
埋
ま
り
き
る
前
に
、
生
活
し
て
い

た
時
期
が
あ
っ
た
よ
う
で
す
。
特
に
石
組
み
が
あ
っ
た
部
分
は
、
土ど

坑こ
う

が
掘
ら
れ
て
い
て
、
そ

の
中
に
石
を
立
て
掛
け
て
配
石
し
た
、
配は
い
せ
き石
墓ぼ

（
〇
四
〇
SK
）
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

こ
の
中
か
ら
骨
片
が
出
土
し
て
い
る
の
も
、
そ
の
証
拠
で
す
。
こ
の
こ
と
は
、
谷
地
形
が
単
に写真 3　配石墓 040SK 検出状況

写真 4　土器底部出土状況

写真 5　015NR の出土石器

写真 2　谷地形 015NR の黒色土検出状況

土
器
捨
て
場
と
し
て
の
場
だ
け
で
な
く
、
墓
場
と
し
て
も
利
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

土
器
の
底
部
が
埋
ま
っ
て
出
土
し
た
場
所
（
写
真
2
の
青
線
）
で
は
、
土
器
が
使
用
さ
れ
て

い
た
状
態
で
埋
ま
っ
て
い
た
よ
う
に
出
土
し
て
い
ま
す
。
こ
の
土
器
と
配
石
墓
〇
四
〇
SK
は
同

じ
時
期
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
墓
の
近
く
で
火
を
焚
く
作
業
場
の
よ
う
な
も
の
が

あ
っ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。

　

一
方
で
、
現
在
ま
で
で
出
土
し
た
〇
一
五
NR
の
石
器
を
見
て
み
る
と
、
打だ

製せ
い

石せ
き

斧ふ

や
磨ま

製せ
い

石せ
き

斧ふ

、
礫れ
っ

器き

や
磨す
り
い
し石

、
台だ
い
い
し石

な
ど
が
多
い
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
石せ
き
ぞ
く鏃

の
よ
う
な
狩
猟
具
は
少

量
で
、
ド
ン
グ
リ
な
ど
を
製
粉
な
ど
を
す
る
た
め
に
用
い
る
道
具
が
多
く
目
立
ち
ま
す
。
ま
た
、

煮
炊
き
に
使
わ
れ
た
土
器
も
大
量
に
出
土
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
ド
ン
グ
リ
な
ど
の
堅
果
類

を
加
工
す
る
場
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
た
め
、
今
後
の
遺
構
の
展
開
に
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  （
愛
知
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー　

田た

中な
か　

良り
ょ
う）

写真 8　万瀬遺跡 Aa区作業風景

写真 9　万瀬遺跡 19Ba区の空撮写真（上側が西）写真左上が19Ba区、右下が19C 区
 左下が19Aa区、19Ab 区

写真 6　万瀬遺跡 Ba区出土の砥石　長さ約 32cm（近世）

写真 7　万瀬遺跡出土遺物　左２点は剥片（縄文時代）
  　　　     右は銭貨 ( 近世か )

写真10　C 区出土の
押型文土器  （縄文時代）

　

万
瀬
遺
跡
で
は
一
九
Ba
区
の
調
査
が
終
わ
り
、
今
年
度
の
こ
の
遺
跡
で
は
初
め
て
の
空
撮

を
行
い
ま
し
た(

写
真
9)

。
そ
れ
か
ら
は
、
一
九
C
区
や
一
九
Aa
区
で
の
調
査
が
始
ま
っ
て

い
ま
す
。

　

ま
ず
一
九
Ba
区
の
調
査
で
は
、
江
戸
時
代
の
三
棟
の
掘
立
柱
建
物
跡
と
二
列
の
柱
穴
列
と

見
ら
れ
る
遺
構
が
検
出
さ
れ
ま
し
た
。
建
物
は
そ
れ
ぞ
れ
、
約
三
・
九
×
四
・
六
m
、
約
四
・

八
×
二
・
一
m
、
約
四
・
七
×
一
・
七
m
で
、
後
ろ
二
つ
は
規
模
が
近
く
、
互
い
に
重
な
っ
て

い
る
た
め
、
片
方
の
建
て
替
え
で
も
う
片
方
が
建
て
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
柱

穴
列
は
塀
と
考
え
ら
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
長
さ
約
九
・
八
m
、
約
十
・
六
m
で
、
同
じ
高
さ
に
沿
う

よ
う
に
建
て
ら
れ
た
と
見
ら
れ
ま
す
。

　

一
九
Ba
区
の
遺
物
は
多
く
が
調
査
区
内
の
西
側
の
平
坦
部
で
出
土
し
た
近
世
の
も
の
で
、

中
世
や
そ
れ
以
前
の
も
の
は
調
査
区
内
の
東
側
で
少
数
出
土
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
調
査
区

南
端
に
存
在
す
る
谷
地
形
か
ら
は
縄
文
時
代
の
遺
物
が
出
土
し
ま
し
た
。

　

一
九
Ba
区
に
続
い
て
調
査
が
始
ま
っ
た
一
九
C
区
や
一
九
Aa
区
で
も
早
速
、
遺
物
が
見
つ

か
り
始
め
て
い
ま
す
。
一
九
Ba
区
と
同
様
、
縄
文
時
代
か
ら
近
世
ま
で
の
遺
物
が
出
土
し
て

い
ま
す
が
、
縄
文
時
代
の
中
で
も
古
い
時
期
の
土

器
片
（
写
真
10
）
が
出
土
す
る
な
ど
、
今
後
が
期

待
さ
れ
ま
す
。
一
九
C
区
で
は
ま
た
、
柱
穴
の
跡

と
見
ら
れ
る
遺
構
も
見
つ
か
っ
て
い
ま
す
。
今
後

の
調
査
に
よ
っ
て
、
一
九
C
区
で
も
建
物
が
見
つ

か
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

  （
愛
知
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー　

河か
わ
し
ま嶋

優ゆ
う

輝き

）

040SK

土器底部集中地点

19Ba 区

19C 区

19Aa 区 19Ab 区
打製石斧 磨製石斧

礫器
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設楽発掘通信 No.50設楽発掘通信 No.50

令
和
元
年
10
月
号

　
　
　
　
　
　
　
　
編
集
・
発
行　
　
　
公
益
財
団
法
人
愛
知
県
教
育
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
財
団

　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

愛
知
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
〒
４
９
８
–
０
０
１
７  

愛
知
県
弥
富
市
前
ヶ
須
町
野
方
８
０
２
の
２
４

　
　
　
　
　
　
　
　
　
電
話　

(

０
５
６
７)

６
７
–
４
１
６
１【
管
理
課
】４
１
６
３【
調
査
課
】

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

http://w
w
w
.m
aibun.com

　
　
　
　
　
　
　
　
　

Facebook
https://w

w
w
.facebook.com

/m
aibunaichi

　
　
　
　
　
　
　
　
　

Tw
itter

https://tw
itter.com

/aichi_m
aibun

　
　
　
　
　
　
　
　

  
＊
次
号
は
12
月
の
発
行
に
な
り
ま
す

　
　
　
　
　
　
　
　

印
刷
・
協
力　
　
　

株
式
会
社
イ
ビ
ソ
ク

No.50

令和元年
10月号

No.50

万ま
ん

瀬ぜ

遺
跡
地
元
説
明
会
の
ご
案
内

写真 1　万瀬遺跡の掘立柱建物跡【江戸時代後期】
人の立っている場所が柱跡のあった場所です。
※調査の都合上、説明会当日はこの写真の遺構を直
接ご覧頂くことはできません。

◀国道257号

◀県道10号線

石原遺跡

万瀬
遺跡

設楽大橋川向公会堂前

境川

道町県道 432号線
　　▼

❶

❷❸

境川橋

至 名倉・稲武

至新城

至 東栄

至 足助

至 津具

国道257号

国道473号

国道257号

県道33号
設楽瀬戸線

県道10号 設楽根羽線

石原遺跡
万瀬遺跡

田口

川向

八橋

小松

松戸

大名倉

文文

●

設楽中学校 田口小学校

N

0 5km

設楽大橋川向公会堂前

大沼

境川

添沢

滝瀬橋

設楽町役場

県道432号
小松田口線

11 月 09 日（土）　午前 11時より開始。
場所：万瀬遺跡（設楽町川向字マンゼ地内）
参加費：無料　
内　容：出土遺構の見学と遺物の展示。
※お車でご来場の方は、現地に駐車場を用意しております。
国道 257号の川向公会堂前のバス停❶から県道 432号小松
田口線に入ってください。
※現地は道幅が狭くなっておりますので運転には十分注意
し、現地の係員の指示に従っていただくようお願いします。
開催の詳細・お問い合わせ：愛知県埋蔵文化財センター
　　万瀬遺跡：川添和暁（080-1571-4989）
　またはホームページ（http://www.maibun.com）をご覧
ください。

　
今
年
度
の
設
楽
ダ
ム
関
連
の
調
査
も
︑
皆
様
方
の
お
陰
を
も
ち
ま
し
て
︑
順
調
に
進

め
る
こ
と
が
で
き
て
お
り
ま
す
︒
改
め
て
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
と
共
に
︑
今
後
と
も
埋

蔵
文
化
財
調
査
に
ご
理
解
・
ご
協
力
を
賜
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
︑
幸
い
で
す
︒

　
今
年
度
は
︑
上
ヲ
ロ
ウ
・
下
ヲ
ロ
ウ
遺
跡
︑
そ
し
て
石
原
遺
跡
と
︑
調
査
成
果
を
現

地
で
ご
紹
介
し
て
き
ま
し
た
︒
そ
し
て
今
回
は
万
瀬
遺
跡
の
調
査
成
果
を
ご
案
内
す
る

順
番
と
な
り
ま
す
︒
日
程
は
︑
下
記
に
も
あ
り
ま
す
よ
う
に
︑
十
一
月
九
日
の
土
曜
日

で
す
︒

　
万
瀬
遺
跡
で
は
︑　
平
成
二
十
六
年
度
に
調
査
が
行
わ
れ
︑
室
町
時
代
頃
の
作
業
場
が

見
つ
か
っ
て
い
ま
す
︒
こ
の
時
︑
縄
文
時
代
後
期
中
葉
～
末
︵
今
か
ら
約
三
千
八
百
年

～
約
三
千
二
百
年
前
︶
頃
の
土
器
・
石
器
も
見
つ
か
り
ま
し
た
︒

　
今
年
度
の
調
査
で
は
︑
三
頁
で
も
ご
紹
介
し
て
い
る
通
り
︑
江
戸
時
代
後
期
の
建
物

跡
が
遺
跡
の
最
も
高
い
場
所
か
ら
見
つ
か
っ
て
い
ま
す
︒
倉
庫
や
お
堂
な
ど
で
あ
っ
た

と
考
え
ら
れ
︑
当
時
の
歴
史
を
う

か
が
う
貴
重
な
調
査
成
果
と
な
っ

て
い
ま
す
︒
現
在
は
︑
斜
面
下
の

部
分
を
調
査
し
て
い
ま
す
が
︑
江

戸
時
代
の
ほ
か
︑
縄
文
時
代
早
期

前
半
︵
今
か
ら
約
一
万
年
前
︶
の

遺
物
も
出
土
し
て
お
り
︑
縄
文
時

代
の
遺
構
の
展
開
も
期
待
さ
れ
る

と
こ
ろ
で
す
︒

　
晩
秋
の
頃
に
な
り
ま
す
が
︑
是

非
︑
現
地
ま
で
足
を
お
運
び
下
さ

い
︒
ス
タ
ッ
フ
一
同
︑
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
︒

　︵
愛
知
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー  

　
　
　
　                      

川か
わ
ぞ
え添
和か
ず
あ
き暁
︶　

　
石
原
遺
跡
か
ら
出
土
し
た
土
器
に
つ
い
て

　

今
年
度
の
石
原
遺
跡
は
、
一
九
C
区
か
ら
見
つ
か
っ
た
谷
地
形
（
〇
一
五
NR
）
の

斜
面
地
で
、
土
器
や
石
器
を
中
心
に
五
×
一
五
m
の
範
囲
を
覆
う
よ
う
に
大
量
の
遺

物
が
出
土
し
ま
し
た
。
約
五
百
年
に
渡
っ
て
捨
て
ら
れ
続
け
た
ゴ
ミ
捨
て
場
で
す
。

こ
こ
か
ら
出
土
し
た
遺
物
の
う
ち
、
縄
文
時
代
晩
期
後
葉
（
約
三
千
年
前
）
か
ら
弥

生
時
代
前
期
（
約
二
千
五
百
年
前
）
の
土
器
を
紹
介
し
ま
す
。

　

北
部
九
州
の
一
部
地
域
で
水
田
稲
作
が
始
ま
っ
た
頃
、
九
州
か
ら
愛
知
県
東
部
ま

で
西
日
本
一
帯
に
広
が
っ
た
縄
文
時
代
晩
期
後
葉
の
土
器
を
﹁
突と
っ
た
い帯

文も
ん

土
器
﹂
と
呼

ん
で
い
ま
す
。
そ
の
後
、
朝
鮮
半
島
南
部
を
起
源
と
す
る
朝
鮮
系
無
文
土
器
と
突
帯

文
土
器
が
接
触
し
て
生
ま
れ
た
﹁
遠お
ん

賀か

川が
わ

式
土
器
﹂
は
、
九
州
か
ら
愛
知
県
西
部
ま

で
の
西
日
本
一
帯
に
水
田
稲
作
が
普
及
し
た
頃
の
弥
生
時
代
前
期
の
土
器
で
す
。
こ

の
遠
賀
川
式
土
器
は
、
東
日
本
ま
で
稀
に
持
ち
込
ま
れ
、
弥
生
時
代
の
始
ま
り
を
示

す
証
拠
と
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
石
原
遺
跡
で
は
、
遠
賀
川
式
土
器
は
今
の
と
こ

ろ
出
土
し
て
い
ま
せ
ん
。
一
方
、
愛
知
県
東
部
で
は
、
縄
文
時
代
の
伝
統
を
受
け
継

い
だ
土
器
を
も
と
に
、
新
た
な
弥
生
土
器
が
創
出
さ
れ
ま
す
。
愛
知
県
東
部
を
中
心

に
成
立
し
た
弥
生
時
代
前
期
の
土
器
は

﹁
条
じ
ょ
う

痕こ
ん

文も
ん

土
器
﹂
と
呼
ば
れ
、
こ
の
地

域
を
発
信
源
と
し
て
北
陸
、
関
東
ま
で

広
が
り
ま
し
た
。

　

石
原
遺
跡
で
は
こ
れ
ら
の
突
帯
文
土

器
と
条
痕
文
土
器
を
合
わ
せ
る
と
出
土

し
た
土
器
の
半
分
く
ら
い
を
占
め
て
い

ま
す
。

　

突
帯
文
土
器
は
、
口
縁
部
近
く
に
か

ま
ぼ
こ
状
の
細
い
帯
を
１
周
さ
せ
、
貝

殻
の
縁
な
ど
を
利
用
し
て
そ
の
上
に
文

様
を
刻
み
込
む
特
徴
が
あ
り
ま
す
。

　

条
痕
文
土
器
は
、
貝
殻
の
縁
を
利
用

し
て
粗
く
器
面
全
体
に
文
様
な
ど
を
描

写真 13　条痕文土器

写真 12　突帯文土器

写真 11　015NR 掘削風景

く
特
徴
が
あ
り
ま
す
。

　

一
見
、
同
じ
よ
う
に
見
え
る
突
帯
文
土
器
と
条
痕
文
土
器
、
ま
だ
ま
だ
様
々
な
特

徴
の
違
い
が
あ
り
ま
す
。

　

今
回
は
入
門
編
と
い
う
こ
と
で
、
２
つ
の
特
徴
を
ま
ず
見
比
べ
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

        

（
愛
知
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー　

永な
が

井い

宏ひ
ろ
ゆ
き幸

）




